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高
齢
化
に
伴
い
、
役
員
の
な
り
手

不
足
が
懸
念
さ
れ
る
自
治
会

少
子
化
が
進
む
竹
の
台
で
す
が
、

学
童
保
育
の
人
数
は
増
加
の
一
途
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60
月

竹
の
台
に
は
25
の
自
治
会
・
管
理
組
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
団
体
間
の
情
報
交
換
を
行
い
、
課
題
の
共
有
や
課
題
解
決

の
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
う
場
と
し
て
、
平
成
27
年
か
ら
「
自
治

会
」「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
」「
戸
建
て
管
理
会
・
管
理
組
合
」

と
分
類
し
、
年
１
回
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

6
月
11
日
（
日
）、
竹
の
台
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
竹
の
台
団
体
別

懇
談
会
「
自
治
会
懇
談
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
竹
の
台
1
丁
目
か
ら
5

丁
目
ま
で
の
5
つ
の
自
治
会
か
ら
、

32
名
の
役
員
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

把
握
で
き
た
空
き
家
数
は
全
体
で

36
件
（
３
％
）。
今
の
と
こ
ろ
大
き

な
ト
ラ
ブ
ル
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
自
治
会
で
連
絡
先
を
把
握
し
て

い
な
い
空
き
家
も
あ
り
ま
し
た
。
把

握
し
て
い
る
自
治
会
で
は
、
定
期
的

に
所
有
者
に
家
や
庭
の
管
理
に
つ
い

て
連
絡
を
取
っ
て
お
り
、
夏
期
の
雑

草
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
防
止
で
き
て

い
る
と
の
事
で
し
た
。「
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
の
で
」
と
、
自
主
的
に

自
治
会
費
を
治
め
て
い
る
所
有
者
も

あ
る
と
の
事
。
今
後
の
参
考
に
な
り

そ
う
で
す
。

以
前
は
全
部
の
自
治
会
が
締
結
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
３
つ
の
自

治
会
の
み
で
し
た
。
更
新
し
な
か
っ

た
理
由
は
「
協
定
に
賛
同
し
な
い
世

帯
が
多
か
っ
た
た
め
」。
既
に
土
地

分
割
の
話
も
出
て
い
る
そ
う
で
す
。

良
好
な
住
環
境
を
維
持
す
る
た
め
の

建
築
協
定
で
す
が
、
人
口
が
減
少
し

て
い
る
昨
今
、
建
築
協
定
に
よ
り
若

い
世
代
の
転
入
が
限
定
さ
れ
る
こ
と

や
、
空
き
家
・
空
き
地
が
増
え
る
こ

と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
開
発
当
時
と

社
会
状
況
が
変
わ
っ
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
、
建
築
協
定
に
つ
い
て
も
一
度
考

え
て
み
る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

竹
の
台
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
に
自
治

会
の
テ
ン
ト
を
出
し
、
金
券
配
布
、

フ
リ
マ
、
お
茶
を
提
供
し
て
交
流
の

場
に
し
て
い
る
自
治
会
が
二
つ
あ
り

ま
し
た
。
な
ん
と
、
80
％
の
世
帯
が

参
加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

年
1
回
ホ
テ
ル
で
食
事
会
を
し
て
い

る
自
治
会
も
あ
り
ま
し
た
。
自
治
会

費
か
ら
補
助
を
出
し
、
1
0
0
名
ほ

ど
が
参
加
し
て
い
る
と
の
事
。
役
員

の
方
が
工
夫
を
し
な
が
ら
、
住
民
同

士
が
顔
を
合
わ
せ
る
場
を
作
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

竹
の
台
地
域
委
員
会
か
ら
、
引
継

や
課
題
解
決
が
図
れ
る
組
織
体
制
と

し
て
「
2
年
任
期
・
1
年
ご
と
に
半

数
交
代
」
を
提
案
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
役
員
の
成

り
手
さ
え
な
く
、
負
担
増
と
な
る
2

年
任
期
は
難
し
い
と
の
意
見
が
多
数

で
し
た
。

一
方
、
昨
年
度
の
当
該
懇
談
会
で

取
り
上
げ
た
「
効
果
的
な
引
継
」
を

参
考
に
、「
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
っ
た
」

「
引
継
方
法
を
変
え
た
」
な
ど
、
具

体
的
に
改
善
に
取
り
組
ん
だ
自
治
会

が
2
つ
あ
り
ま
し
た
。
当
面
は
引
継

方
法
の
工
夫
と
、
役
員
の
中
で
の
情

報
共
有
に
取
り
組
む
こ
と
で
補
完
す

る
必
要
が
あ
り
そ
う
で
す
。

新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
、
コ
ン

サ
ル
会
社
が
入
居
後
２
～
３
年
の
契

約
で
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
～
子
育
て

交
流
会
、
大
人
の
ワ
イ
ン
講
座
、
親

子
料
理
教
室
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
、
餅

つ
き
大
会
な
ど
～
を
行
っ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
一
方
、「
役

７
月
９
日
（
日
）、
竹
の
台
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管

理
組
合
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

竹
の
台
に
6
つ
あ
る
マ
ン
シ
ョ
ン
か

ら
、
管
理
組
合
の
役
員
11
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

員
の
引
継
が
な
く
、
今
ま
で
ど
ん
な

事
業
を
し
て
い
た
か
わ
か
ら
な
い
」

と
こ
ろ
や
、「
管
理
組
合
で
、
ま
つ

り
や
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
企
画
し
た

が
、
理
事
の
負
担
大
で
規
模
縮
小
し

た
」
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

管
理
組
合
の
組
織
運
営
に
つ
い

て
、
自
治
会
と
同
様
に
、
竹
の
台
地

域
委
員
会
か
ら
、「
2
年
任
期
・
1

年
ご
と
に
半
数
交
代
」
を
提
案
し
ま

し
た
。
実
際
に
行
っ
て
い
る
マ
ン

シ
ョ
ン
が
あ
り
、
上
手
く
行
っ
て
い

る
一
方
で
、
理
想
と
し
て
は
良
い
が

２
年
間
任
期
は
負
担
が
大
き
い
。
特

に
高
齢
者
が
多
く
な
る
た
め
、
現
実

的
に
は
難
し
い
、
と
い
う
意
見
も
出

ま
し
た
。

今
の
と
こ
ろ
特
に
問
題
は
起
こ
っ

て
お
ら
ず
、
具
体
的
な
取
り
組
み
は

行
っ
て
い
な
い
と
の
事
で
し
た
。
民

生
委
員
さ
ん
が
対
応
し
て
い
る
よ
う

だ
と
の
話
も
出
ま
し
た
が
、
入
口
が

オ
ー
ト
ロ
ッ
ク
に
な
っ
て
お
り
、
イ

ン
タ
ー
フ
ォ
ン
越
し
に
し
か
話
せ

ず
、
門
前
払
い
の
ケ
ー
ス
も
あ
る
と

の
事
で
し
た
。

マ
ン
シ
ョ
ン
の
駐
車
場
の
区
画
が

不
足
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
駐

車
場
の
区
画
が
余
っ
て
い
る
と
こ
ろ

か
ら
、
使
っ
て
い
た
だ
い
て
は
、
と

の
提
案
も
な
さ
れ
ま
し
た
。

N
P
O
法
人
神
戸
ま
ち
づ
く
り
研

究
所
理
事
長 

野
崎
隆
一
氏
か
ら
、

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
総
会
の
円
滑

な
進
め
方
に
つ
い
て
た
い
へ
ん
参
考

に
な
る
お
話
を
聞
き
し
ま
し
た
。

自
治
会
総
会
運
営
に
も
参
考
に
な

り
ま
す
。
次
号
で
詳
し
く
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

竹
の
台
児
童
館
で
実
施
し
て
い
る

学
童
保
育
。
今
年
度
当
初
の
児
童

数
は
86
人
で
、
昨
年
度
よ
り
も
10　
　

人
増
加
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
高

学
年
の
受
入
れ
対
応
や
、
学
童
保
育

を
必
要
と
す
る
児
童
数
の
増
加
に
よ

り
、
当
分
の
間
児
童
数
の
増
加
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

そ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
ス
ペ
ー

ス
で
す
。
現
在
で
も
遊
び
や
勉
強
、

お
や
つ
を
食
べ
た
り
す
る
の
に
十
分

な
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
児
童
の
人
数
が
増
加
す

る
と
な
る
と
、
特
に
長
期
休
み
期
間

中
、
生
活
面
や
安
全
面
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
神
戸
市
子
ど
も
家
庭
局

と
竹
の
台
児
童
館
か
ら
、
施
設
の
指

定
管
理
者
で
あ
る
竹
の
台
地
域
委
員

会
に
対
し
て
、
建
物
と
し
て
は
児
童

館
と
一
体
と
な
っ
て
い
る
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
一
部
利
用
が
で
き
な
い

か
と
の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

地
域
委
員
会
と
し
て
は
、
竹
の
台

の
子
育
て
環
境
を
良
く
す
る
た
め
、

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用
実
態
と
児
童

館
で
の
利
用
希
望
を
踏
ま
え
て
、
前

向
き
に
対
応
し
て
行
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
住
民
の
み
な
さ
ま
の
ご

理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

竹の台の人口 9,092 人 世帯数 3,837　15 歳未満 1,045 人 75 歳以上 1,079 人 平成 29 年 6 月神戸市住民基本台帳より

竹
の
台
の
マ
ン
シ
ョ
ン
戸
数
は
６

つ
合
わ
せ
て
１
３
６
４
戸
。
竹
の
台

全
体
の
世
帯
数
の
三
分
の
一
に
な
り

ま
す
。
空
家
は
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と

や
、
賃
貸
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。

ど
う
す
る
？
高
齢
化
に
伴
う
団
体
運
営

29
年
度
自
治
会
懇
談
会
・
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
懇
談
会

空

家

問

題

建

築

協

定

組

織

運

営

交

流

事

業

そ

の

他

一
人
暮
ら
し
の      

    

高
齢
者
対
応

交

流

事

業

自
治
会
懇
談
会

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
　
　

　
　
　
　
　
懇
談
会

自治会名 1 丁目 2 丁目 3 丁目 4 丁目 5 丁目

世帯数
（加入率％）

244
（91.8）

184
（83.2）

181
（100）

247
（99.6）

314
（88.2）

空き家の数 1 6 10 9 10

建築協定 結んで
いない 結んでいる 結んでいる 結んでいる 結んで

いない

一人暮らし
高齢者対策

本人の申し
出により
役員免除

していない 班の中で
助け合い

班で自主的
な声かけ

交流事業
ふれあいま
つりに自治
会で参加

親睦食事会 していない していない
ふれあいま
つりに自治
会で参加

課題
高齢化に伴
う役員のな
り手不足

高齢化に伴
う役員のな
り手不足

会費の
値下げ

高齢化に伴
う役員のな
り手不足

マンション名 アルファステ
イツ西神中央Ⅱ

エクセルシティ
西神中央

ラ・フォルテ
西神中央

アーブルヴェール
西神中央

プラウド
シティ

西神中央
ジオ

西神中央

世帯数 62 162 582 103 250 205

空き家の数 0 0 不明 7 0 0

一人暮らし
高齢者対策

高齢者をあま
り見かけない していない

していない / 車イ
ス対応の自動ド
アへの要望あり

階段に手すり
をつけた していない していない

交流事業
行っていない 

役員引継ぎが
できていない

クリスマス会
桜花見会
エントランス
に七夕飾り
など

過去 2 年ラ・フォ
ルテまつり実施 
 
今年度は規模を縮
小して実施予定

していない
年 1 回クリーン作
戦と避難訓練実施

管理会社・コ
ンサル会社と
連携し、料理
教室や防災イ
ベント実施

コンサル会社
と連携し、餅
つき大会や
子育て交流
会等実施

その他

マンション同士
で防災活動を通
した協力や課題
の共有化を通じ
て結束を高める
ことができたら

高齢化に伴い、駐
車場のブロックを
順次閉めている

管理会社を換えた 駐車場区画が不
足している

　

児
童
館
学
童
保
育
を

　
　
　
　

一
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
で

平成 29 年度自治会懇談会結果

平成 29 年度マンション管理組合懇談会結果

総 合
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熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
大
会
で
し
た

な
か
ま
農
園
で
は
、
玉
ね
ぎ
の

大
収
穫

初めての炊き出しでどうなる
ことかと思いましたが、さす
が皆さん主婦ですね

最後にかけたネギ味噌も
おいしかった

竹
の
中
公
園
の
清
掃
に
も
参
加

今
年
度
分
終
了
し
ま
し
た

街
開
き
よ
り
32
年
た
ち
、
少
子
高

齢
化
に
伴
い
様
々
な
課
題
を
抱
え
る

竹
の
台
地
域
を
「
住
み
続
け
た
い
ま

ち
」「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」
に
し

た
い
。

そ
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
住

民
に
と
っ
て
共
通
の
話
題
で
あ
る

「
食
べ
れ
る
植
物
」
を
地
域
内
の
公

共
空
間
・
学
校
・
戸
建
て
の
庭
、
マ

ン
シ
ョ
ン
の
ベ
ラ
ン
ダ
な
ど
に
「
植

え
」「
育
て
」「
加
工
し
」「
販
売
し
」

「
消
費
す
る
」。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス

を
通
じ
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

学
び
の
場
・
ビ
ジ
ネ
ス
の
場
を
創
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

交
流
の
場
や
共
同
で
作
業
す
る
場

が
増
え
る
こ
と
で
、
近
所
に
知
人
が

増
え
、
会
話
が
増
え
、
居
場
所
が
で

き
、
楽
し
み
が
増
え
、
健
康
寿
命
が

増
え
る
か
も
し
れ
な
い
、
高
齢
者
や

子
育
て
の
ち
ょ
っ
と
し
た
問
題
や
悩

み
事
は
、
近
隣
住
民
が
知
恵
を
出
し

合
い
、
簡
単
に
解
決
で
き
る
よ
う
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
。
さ
ら
に
、
活

動
が
発
展
し
、
雇
用
の
場
を
創
出
す

る
こ
と
で
若
い
世
代
を
呼
び
込
み
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
、
と
地
域
委
員
会
で

は
考
え
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
域
委
員
会
で
は
、「
食

べ
れ
る
植
物
」
と
し
て
オ
リ
ー
ブ
を

選
び
ま
し
た
。

「
植
え
る
」

オ
リ
ー
ブ
の
木
を
竹
の
台
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
竹
の
台
小
学
校
、
北

公
園
、
西
公
園
に
合
計
18
本
、
兵
庫

県
の
ま
ち
な
み
緑
化
事
業
の
助
成
を

受
け
、
植
え
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し

た
。
9
月
に
植
樹
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

「
学
ぶ
」

左
に
あ
る
よ
う
に
、
オ
リ
ー
ブ
の

保
存
・
普
及
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
神

戸
大
学
名
誉
教
授
中
西
テ
ツ
氏
を
お

招
き
し
講
演
会
を
行
い
ま
す
。
ご
希

望
の
方
は
竹
の
台
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
ま
で
。

★
な
ぜ
オ
リ
ー
ブ
？

・
神
戸
が
日
本
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培

発
祥
の
地
（
明
治
12
年
北
野
に
国
営

オ
リ
ー
ブ
園
開
園
）
で
あ
る
。

・
神
戸
の
気
候
に
適
し
、
育
て
や

す
い
。

・
実
・
葉
・
枝
す
べ
て
の
部
分
が

活
用
で
き
、
加
工
品
の
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
広
い
。

・
オ
イ
ル
や
加
工
品
は
美
容
と
健

康
に
良
く
、
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ

チ
し
て
い
る
。

竹
の
台
の
戸
建
て
の
家
の
庭
に
オ

リ
ー
ブ
が
植
え
ら
れ
て
い
る
の
を
見

か
け
ま
す
。す
で
に
植
え
て
い
る
方
、

こ
れ
か
ら
植
え
よ
う
と
い
う
方
、
実

の
な
る
木
に
興
味
の
あ
る
方
、
オ

リ
ー
ブ
料
理
に
興
味
の
あ
る
方
、
ご

参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

第
5
回
竹
の
台
地
域
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
（
主
催
：
竹
の
台
地
域
グ

ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
実
行
委
員
会
）
が
、

6
月
17
日
（
土
）
竹
の
台
小
学
校
運

動
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

当
日
は
雲
一
つ
な
い
青
空
の
下
、

竹
の
台
地
域
の
3
グ
ル
ー
プ
24
名
が

参
加
し
て
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ

レ
ー
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
の
交
流
を
深
め
る
目
的

で
5
チ
ー
ム
に
分
か
れ
そ
れ
ぞ
れ
2

ラ
ウ
ン
ド
計
16
ホ
ー
ル
で
ス
コ
ア
を

競
い
ま
し
た
。

参
加
者
は
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
狙
っ

て
一
喜
一
憂
、
和
や
か
に
プ
レ
ー
を

し
ま
し
た
。

優
勝
者
：
高
橋
み
つ
ひ
ろ
さ
ん

（
5
丁
目
）

こ
の
た
び
は
、
竹
の
台
グ
ラ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
で
優
勝
さ
せ
て
い
た
だ

平
成
29
年
度
の
自
治
会
・
管
理
組

合
の
建
設
局
へ
の
道
路
補
修
要
請
が

ま
と
ま
り
、
7
月
21
日
（
金
）
西
建

設
事
務
所
に
提
出
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
左
表
の
よ
う
に
7
団
体

か
ら
、53
件
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
西
建
設
事
務
所
で
現
地
調

査
の
上
、
必
要
性
、
緊
急
性
の
高
い

も
の
か
ら
順
次
補
修
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
西
建
設
事
務
所
か

５
月
29
日
～
６
月
２
日
は
、
西
神

中
学
校
２
年
生
の
「
ト
ラ
イ
や
る
ウ

イ
ー
ク
」
期
間
で
し
た
。
ス
ー
パ
ー

や
、
幼
稚
園
・
保
育
園
・
児
童
館
、

飲
食
店
な
ど
で
、
西
神
中
の
体
操
着

を
来
た
生
徒
を
見
か
け
た
方
も
お
ら

れ
る
と
思
い
ま
す
。

竹
の
台
地
域
委
員
会
で
も
毎
年
受

入
れ
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
も
延

べ
20
名
が
、
地
域
で
運
営
し
て
い
る

「
な
か
ま
農
園
」
の
作
業
や
、
高
齢

者
の
給
食
会
、
公
園
掃
除
、
見
守
り

活
動
な
ど
の
地
域
活
動
を
体
験
し
ま

し
た
。

農
園
で
は
、
汗
ま
み
れ
に
な
り
な

9 月2 日（土）
会　場
日　時

定　員
講　師

申　込

参加料西区民センター（大会議室）
14時～16時（受付13時30分～）

無料

神戸大学名誉教授　中西テツ氏

神戸市環境局地域環境課
「KOBEエコタウン・オリーブプロジェクト」

①竹の台地域福祉センター持参：９時～12時（火曜日のみ休館）
②Faxでお申込みの方：お名前、ご住所、連絡先明記の上
078-992-6889まで
③メールでお申込みの方：竹の台地域コミュニティサイト
http://takenodai.net/から「お問合せ」より「9/2オリーブ講演会申
込」とお書きいただき、お名前、ご住所、連絡先を明記してください。

竹の台以外にお住まいの方も参加できます

ご協力

先着40名

き
ま
し
た
。メ
ン
バ
ー
に
も
恵
ま
れ
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
始
め
て
か
ら
初

優
勝
で
し
た
の
で
、
喜
び
も
ひ
と
し

お
で
す
。

今
後
も
、
い
っ
そ
う
精
進
し
て
、

次
回
以
降
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

5
月
28
日
（
日
）、
竹
の
台
小
学

校
で
、西
神
中
央
6
地
区
合
同
の「
市

民
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
」
が
行
わ

れ
、
地
域
や
消
防
団
、
消
防
署
か
ら

1
9
7
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
西
神

中
央
地
区
で
は
、
6
つ
の
小
学
校
区

ご
と
に
、
自
主
防
災
組
織
で
あ
る
防

災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
い
わ
ゆ
る

「
防
コ
ミ
」
を
結
成
し
て
い
ま
す
。

10
年
前
に
6
地
区
の
防
コ
ミ
連
絡
会

を
結
成
し
、
毎
年
輪
番
制
で
事
務
局

を
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
竹
の
台
が

当
番
。

通
常
の
年
な
ら
、
各
自
治
会
・
管

理
組
合
に
声
を
か
け
て
参
加
者
（
受

講
者
）
を
募
り
ま
す
が
、
今
年
は
こ

れ
に
加
え
て
「
炊
き
出
し
」
訓
練
の

ス
タ
ッ
フ
を
自
治
会
・
管
理
組
合
に

お
願
い
し
ま
し
た
。
8
名
の
方
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
炊
き
出
し

の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
ち
ょ
っ
と
珍
し
い

「
カ
オ
マ
ン
ガ
イ
」
と
い
う
、
東
南

ア
ジ
ア
発
の
チ
キ
ン
ラ
イ
ス
。
鶏
と

ご
飯
を
同
じ
釜
で
一
度
に
炊
き
、
鶏

の
出
汁
で
味
も
つ
く
の
で
、
少
な
い

燃
料
で
合
理
的
に
調
理
で
き
る
の
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。

「
消
火
器
の
使
い
方
」「
煙
体
験
」

「
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
使
い
方
」「
毛

布
で
作
る
担
架
」「
A
E
D
を
使
っ

た
蘇
生
法
」「
ロ
ー
プ
結
索
」「
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
」
な
ど
の
訓
練
を
終
え
て

お
腹
が
減
っ
た
各
地
区
の
参
加
者

に
、
ス
ム
ー
ズ
に
炊
き
出
し
を
提
供

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
実
施
し
た
「
竹
の
台
一
斉
避

難
訓
練
」
の
反
省
会
の
時
に
も
、
自

治
会
等
の
役
員
の
方
か
ら
「
訓
練
の

参
加
者
を
増
や
す
た
め
に
炊
き
出
し

を
行
っ
た
ら
ど
う
か
」
と
い
う
意
見

も
出
て
い
ま
し
た
。
現
状
で
は
人
員

と
予
算
で
実
施
は
難
し
い
で
す
が
、

今
後
は
訓
練
で
き
る
方
法
を
み
な
さ

ん
と
考
え
て
行
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
今
年
は
昨
年
度
に
引
き
続

き
「
竹
の
台
一
斉
避
難
訓
練
」
を
11

月
5
日
（
日
）
に
実
施
し
ま
す
。
次

号
で
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

が
ら
、
草
取
り
や
玉
ね
ぎ
の
収
穫
を

手
伝
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
生
の

下
校
時
の
見
守
り
活
動
で
は
、
見
守

ら
れ
て
い
た
側
か
ら
見
守
る
側
に
な

り
、
少
し
緊
張
し
た
面
持
ち
で
安
全

旗
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。「
今
ま
で

外
か
ら
見
て
い
た
地
域
の
活
動
に
実

際
に
参
加
し
て
み
て
、
地
域
で
は

思
っ
た
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
し

て
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
が
関
わ
っ

て
い
る
の
だ
と
わ
か
り
ま
し
た
。
今

後
も
お
手
伝
い
し
た
い
で
す
。」
と

の
感
想
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ぜ
ひ
、
待
っ
て
い
ま
す
！

ら
の
正
式
の
回
答
は
秋
頃
の
予
定
で
す
。

今
回
、
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
か

ら
の
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
敷
地
に
接
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
周

辺
の
市
道
や
街
路
樹
も
申
請
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
道
路
補
修
、
街
路
樹

の
伐
採
・
剪
定
等
理
事
会
で
検
討
の

上
、
来
年
度
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

団体名 項目 内容 件数

1 丁目自治会
道路 道路の盛り上がり 6

植栽 竹谷池遊歩道周辺見通しが
悪い等 7

2 丁目自治会
道路 陥没、盛り上がり 9
植栽 繁茂しすぎ 1

ハイライフ 2
管理会

道路 隣接する市道壁の一部損壊 1

植栽 隣接する市道の樹木繁茂し
すぎ 1

ホープタウン
Ⅴ管理組合 道路 盛り上がり、ひび割れ 2

4 丁目自治会
道路 盛り上がり、側溝清掃、支柱

破損 8

植栽 伐採 1

5 丁目自治会 道路 側溝欠け 15

小学校 道路 小学校北側歩道 2

合計 53

◇出身地　　東　京
1972年３月　東北大学大学院　農学研究科博士課程修了（農学博士）
1973年４月　神戸大学農学部果樹園芸学助手　同　助教授、教授を経て
2008年４月　神戸大学名誉教授　日本育種学会賞、日本生化学会JB論文賞
◇専門分野　植物育種学　果樹園芸学　バイオテクノロジー

　品種改良や栽培の基礎になる自家不和合性機構の解明を行ってきました。在
職中、学生と一緒に神戸阿利襪園や播州葡萄園を調査、オリーブ園が北野に
あったことをつきとめました。定年後はまちの方々とインターナショナルオ
リーブアカデミー神戸を立ち上げ、神戸からオリーブを発信する活動、神戸阿
利襪園復活プロジェクト、湊川神社のオリーブ樹保護、神戸市環境局のエコタ
ウン・オリーブプロジェクトなどに取り組んでいます。

オリーブのはなし
はじめは神戸のみなとから

実のなる木を「植え」「育て」「収穫し」「加工し」「販
売し」「消費する」過程を通じ、住民同士のコミュニ
ケーションや交流の場所を増やし、西神ニュータウ
ンのまちを「住み続けたいまち」「住んでみたいまち」
にしたい。竹の台発のプロジェクトです。
まずは、オリーブのはなしから。

～
西
神
～
タ
ベ
レ
ル
・
タ
ウ
ン
構
想

道
路
補
修
一
括
申
請

西
神
中
ト
ラ
イ
や
る
受
け
入
れ

     始まります！

9
月
に
植
樹
、
オ
リ
ー
ブ
講
演
会
も

竹
の
台
地
域
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

市
民
防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

初
め
て
炊
き
出
し
実
施

好
天
に
恵
ま
れ
開
催



(    ) 竹の台総合新聞 2017 年 7 月 第 60 号（年 6 回発行）3 地 域

　子どもたちがふるさとと思える竹の台にしたいと始まったふれあいまつりも今年で15回目を迎えます。

　ふれあいまつりは、自治会・管理会・管理組合を始めとする地域にある団体・住民みんなが参画する

　竹の台地域の伝統行事です。　今年も住民みんなで楽しみましょう！

　まずは、下記により、先行募集します。皆さんどしどしご応募してください。

　その他、出店、出演等まつりに関するご相談も承ります。地域福祉センターまでお気軽にお越しください。

情
報
提
供
・
投
稿

　

お
ま
ち
し
て
ま
～
す

第15 回 竹の台ふれあいまつり参加者募集

竹の台をひとつの家族に～思いやりと元気あふれる「まち」をめざして

総合司会は落語家「桂あおば」　　

10 月 8 日（日）10 時～ 14 時

★申込み・お問合せ先
竹の台地域福祉センター (9 時～ 12 時 火曜日休館）
Tel/Fax,078-992-6889
・所定の申込用紙（地域福祉センターにあります）に記入し、
　料金を添えてお申込みください。
・遠方のため、事前に料金のお支払ができない方は、当日のお
　支払でもＯＫです。申込用紙は以下のサイトからもダウンロードできます。

竹の台地域コミュニティサイト　http://takenodai.net

        T-1 グランプリ出場者募集New

「M-1 グランプリ」の竹の台版です。
漫才、コントの好きな方、笑いのセンス
を腕試ししてみよう！

退職して自由な時間が増えたあなた！
地域貢献でお友達を増やしませんか
もちろん若いパパも大歓迎です！

気軽にご参加を

伐採予定の赤道

       　ボランティア募集

締切：8 月 31 日（木）

編

集

後

記

竹
の
中
公
園
管
理
会
は
平
成
27

年
に
発
足
し
、
ち
ょ
う
ど
2
年
が
経

ち
ま
し
た
。
竹
の
台
小
学
校
正
門
か

ら
50
ｍ
東
に
あ
る
公
園
で
す
。
中
公

園
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、「
小
学
校
の

正
門
前
の
公
園
」
で
わ
か
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

桑
ノ
木
幼
稚
園
や
小
学
校
の
放
課

後
、
こ
の
公
園
で
子
ど
も
た
ち
が
た

く
さ
ん
遊
ん
で
い
ま
す
。
園
児
の
マ

マ
た
ち
の
交
流
場
所
に
も
な
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

ず
っ
と
以
前
に
は
、
植
木
が
伸
び

放
題
で
見
通
し
も
悪
く
、
あ
ず
ま
屋

の
下
な
ど
に
ご
み
が
散
乱
し
て
い
る

の
を
よ
く
見
か
け
ま
し
た
が
、
今
で

は
す
っ
か
り
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

で
す
が
、
以
前
ほ
ど
で
は
な
い
で

す
が
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
、
お
菓
子

の
ご
み
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
投
げ
入

れ
等
が
あ
る
よ
う
で
す
。
公
園
に
ご

み
箱
は
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。
各

自
で
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

掃
除
に
参
加
す
る
方
募
集
中
で
す
。

毎
回
約
10
人
ほ
ど
の
方
で
掃
除
を
し

て
い
ま
す
。
ノ
ル
マ
等
は
あ
り
ま
せ

ん
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

お
問
合
せ

源
水
：090-8888-5109

　竹の中公園便り　　　　　
清掃日：毎月第2・4月曜日9時～

猫
を
飼
い
始
め
ま
し
た
。
犬
は

飼
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、
猫

と
生
活
す
る
の
は
人
生
初
。

飼
っ
て
み
て
わ
か
っ
た
の
は
、
彼

ら
が
思
っ
た
以
上
に
本
能
で
生
き
て

い
る
と
い
う
こ
と
。
群
れ
集
団
ヒ
エ

ラ
ル
キ
ー
の
中
で
生
き
て
い
る
犬
と

は
大
分
違
い
ま
す
。
猫
が
家
畜
化
さ

れ
た
の
は
約
9
5
0
0
年
前
だ
と

か
。
で
も
、
D
N
A
に
刻
ま
れ
た
も

の
は
、
そ
う
簡
単
に
は
変
わ
ら
な

い
。
狭
く
暗
い
と
こ
ろ
が
好
き
、
と

か
、
動
く
も
の
を
見
る
と
戦
闘
態
勢

に
入
っ
て
し
ま
う
、
と
か
。
最
も
そ

の
特
性
を
買
わ
れ
て
、
家
畜
化
さ
れ

た
の
で
は
あ
り
ま
す
が
。

人
間
も
そ
う
な
の
で
は
な
い
か

と
。
夜
も
昼
も
、
暑
さ
寒
さ
も
な
い

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
た
生
活
を
し
て

い
て
も
、
所
詮
は
動
物
。
身
体
の
仕

組
み
ま
で
は
思
い
通
り
に
な
ら
な

い
。今
年
も
暑
く
な
り
そ
う
で
す
が
、

猫
を
師
に
、
自
分
の
身
体
の
声
を
聴

い
て
、
元
気
に
乗
り
切
り
ま
し
ょ

う
！
・
・
猫
並
み
に
睡
眠
を
た
っ
ぷ

り
取
り
た
い
、
言
い
訳
か
も
？

（
5
丁
目　

N
）

・
紙
面
充
実
の
た
め
、
皆
様
の
投

稿
を
お
願
い
し
ま
す
。
地
域
の
出
来

事
、
詩
歌
、
感
想
、
問
題
提
起
、
疑

問
、
何
で
も
結
構
で
す
。

・
漫
画
作
者
募
集

　

小
中
高
生
ど
な
た
で
も
Ｏ
Ｋ
。

　
新
聞
製
作
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

ご
連
絡
は
、
左
記
ま
で
。

①
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

F
A
X　
9
9
2
ー
6
8
8
9

（
9
時
～
12
時　
火
曜
日
は
休
館
）

②
竹
の
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト

h
ttp
://taken

o
d
ai.n
et

（「
竹
の
台
」
で
検
索
）

　

お
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
か
ら

項目 内容 料金
休憩テント

（自治会向け）

テント 7.2 ｍ幅１張り
机 10 台までとイス
設営・撤去はまつり運営スタッフが実施

20,000 円

T-1 グランプリ出場 漫才・コント
優勝者には賞品進呈 無料

仮装コンテスト出演 どなたでも出演できます。
優勝者には賞品進呈 無料

ステージ出演 10 分以内 / グループ・個人 無料
紅白玉入れ出場 老若男女だれでも出場ＯＫ 無料

手作り品販売コーナー 2.7 ｍ× 1.8 ｍ / 区画
会議用机 1.8 ｍ 1 台とイスご用意します 1,000 円 / 区

フリマ 3 ｍ× 3 ｍ / 区画 700 円 / 区画

ステージ司会者 ご希望のパートの司会ができます
（総合司会とは別） 無料

金券の発行 団体独自の金券を発行する場合、会場内で使用できるよう
便宜を図らいます。まずはお問合せを。

街
開
き
よ
り
32
年
が
経
過
し
、
竹

の
台
に
植
え
ら
れ
た
樹
木
も
す
っ
か

り
大
き
く
な
り
、
一
部
で
は
混
み

合
っ
て
き
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
。今

年
度
、西
建
設
事
務
所
に
よ
り
、

小
学
校
前
の
赤
道（
上
図
の
太
い
線
）

の
樹
木
の
伐
採
・
剪
定
が
行
わ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

地
域
か
ら
は
、
小
学
校
の
通
学
路

に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
子

ど
も
の
姿
が
見
え
や
す
く
な
る
よ
う

に
、
と
い
う
お
願
い
を
し
ま
し
た
。

伐
採
予
定
の
樹
木
に
は
、
左
図
の

よ
う
に
マ
ー
キ
ン
グ
が
つ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ご
意
見
の
あ
る
方
は
、
8

月
末
ま
で
に
上
記
連
絡
先
ま
で
。

西
建
設
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

ご意見のある方は 8 月末までに
撤去は 9 月～ 10 月、剪定は秋～春になります

伐
採
予
定
の
樹
木
は
赤
い
テ
ー
プ
が
目
印

ご
み
は
持
ち
帰
っ
て
ね
！

西建設事務所公園緑地係　912-3750

赤
道（
小
学
校
前
）
の

樹
木
の
伐
採
・
剪
定
実
施
に
つ
い
て
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桂　あおば・月亭方正
（ふたり会）落語チケット販売中

10月1日（日）14時開演　　　　
西区民センター 2Ｆなでしこホール　　　　

竹の台ふれあいまつりでお馴染み

前売り 2000円 / 当日 2500 円　　　　

たけのパークで
14時～17時日・月定休

たけのパークの
午後スタッフ募集
【ボランティア】
【謝礼】　500 円 / 時
【時間】　14 時～ 17 時　　　【曜日】　要相談
【内容】　駄菓子販売、電話対応、申込受付等
たけのパークは、お昼はランチ提供、14 時からは無
料で開放しており、多くの人が利用しています。
その中でも午後の時間帯は子どもの利用が多いのが特
徴です。子どもたちとの会話を楽しみたい方、子育て
に興味のある方。地域貢献に興味のある方。
お問合せ：たけのパーク 920-9293（14 時～ 17 時）


